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葉山幸嗣とクリス
森　下　直　紀
　2013 年 4 月，葉山幸嗣先生と同じタイミングで和光大学の一員となった私にとって，葉山先生の快
活な人柄は，関東の生活にまだ馴染めていない私にとって大いに助けとなった。よく昼食を共にしては，
この新しい環境や学生指導，互いの研究分野についてなど会話するのが常だった。真摯な学徒としての
一面を持つ一方で，気配りの人として周囲から愛された。ここで学生たちの思い出を紹介しておきたい。
　葉山先生の授業はわかりやすく，今まで経済学という分野に疎かった私にも，経済学の重要さや面白
さを教えてくれました。雑談も面白く，楽しく授業を受けていたことを覚えています。（生居澤渉）
　ただそれであまり生徒から笑いがとれず，スベっていることも多々ありましたが（笑）。けどそれが
葉山先生らしい魅力の一つでもあったと思います。（川窪一眞）
　ゼミナールの面接において，いくつかの質問を受けていると，「伊藤君，いつも真面目に授業を受け
ていたから大丈夫だと思うけど」という先生の突然の言葉にかなり驚きました。（講義履修していたの
は）半年以上も前のことなのに，大勢いる学生の顔や授業態度を覚えているものなのかと驚いたことを
覚えています。それだけ学生のことを見てくれているのかと嬉しく，ありがたくもありました。（伊藤
晶央）
　大学 3 年生になってゼミが始まろうとしていた頃，先生から「大学院に興味はないか」とお話をいた
だきました。最初は戸惑ったものの，先生が私の講義内容に関する興味や成績を考慮し，もっと深く勉
強するべきだと考えてくださっていたということにとても驚き感動しました。（T）
　就職活動についても，「多くの業界を見てください」とアドバイスをいただき，視野を広げる事が出
来ました。葉山先生は私たち学生のこれからの人生をとても気に掛けてくださいました。（生居澤渉）
　私たちが和光での生活に慣れ始めた頃，「本を読もう」という図書館企画があった。私たち教員が学
生に勧めたい図書を，専門書籍と一般書籍から推薦するというものだった。学生に向けた企画ではある
ものの，それぞれの教員が専門外でどのような関心を持っているのか，どのような感性をもっているの
かということをうかがい知れるとあって，個人的にも楽しめた企画だった。葉山先生が推薦した一般書
籍は，『スタンド・バイ・ミー』（スティーブン・キング著）だった。
　オレゴン州の小さな町に住む少年 4 人の 2 日間の青春物語，この小さな冒険をきっかけに 4 人の人生
が大きく動き出していくことになる。後に作家となって成功するゴーディの回想として始まる物語に，
彼が作家を志すことを励ましたクリスの存在がある。
　ゴーディに対するクリスのように，学生に「より添い」ながら，伝えられた葉山先生の記憶と教えが，
人生の指針となって彼らに受け継がれていくことを望みたい。
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